
一般質問

令和２年（２０２０年）１月２６日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り
 

質
問　

臼
市
職
員
の
１
か
月
の
最
長

時
間
外
勤
務
時
間
と
そ
の
所
属
は
。

　

渦
小
・
中
学
校
教
員
の
１
か
月
の

最
長
時
間
外
勤
務
時
間
は
。

　

嘘
教
育
委
員
会
で
進
め
て
い
る
出

退
勤
シ
ス
テ
ム
の
導
入
状
況
は
。

　

唄
時
間
外
勤
務
に
あ
ら
わ
れ
な
い

市
の
管
理
職
の
勤
務
状
況
把
握
は
。

市
長　

臼　

時
間
で
契
約
検
査
課
の

１６０

職
員
で
あ
る
。

教
育
長　

渦
小
学
校
が　
時
間　
分
、

２５１

４０

中
学
校
が　

時
間　

分
で
あ
る
。

２３２

３０

　

嘘
元
年　

月
１
日
の
導
入
を
目
指

１２

し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

市
長　

唄
出
退
勤
シ
ス
テ
ム
を
使
用

市
及
び
教
育
委
員
会
職
員
の

働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

し
て
把
握
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
家
庭
ご
み
有
料
化
に
合
わ

せ
て
平
成　

年
４
月
か
ら
公
費
負
担

３１

に
よ
る
公
立
保
育
園
で
の
処
分
を
先

行
実
施
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
。

　

渦
来
年
度
か
ら
持
ち
帰
ら
せ
ず
に

保
育
園
で
処
分
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
公
費
負
担
に
よ
り
処
分
す

る
場
合
は
、
私
立
保
育
園
へ
の
支
援

も
合
わ
せ
た
実
施
が
公
平
性
の
観
点

か
ら
妥
当
で
あ
り
、
公
立
保
育
園
の

み
先
行
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

　

渦
私
立
保
育
園
も
含
め
た
公
平
で

効
率
的
な
方
法
と
費
用
負
担
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

再
び
、
保
育
園
等
で
の
使
用
済
み

紙
お
む
つ
の
持
ち
帰
り
に
つ
い
て
問
う

 
質
問　

臼
東
京
都
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ

ー
ト
ネ
ッ
ト
と
の
連
携
の
現
状
は
。

　

渦
就
学
期
か
ら
の
早
期
対
応
が
重

要
だ
が
、
卒
後
も
含
め
た
教
育
部
門

と
子
育
て
支
援
課
の
支
援
の
連
携
は
。

市
長　

臼
都
が
実
施
す
る
相
談
対
応

の
う
ち
市
で
は
訪
問
相
談
の
受
付
を

行
い
、
ケ
ー
ス
検
討
会
議
に
都
の
要

請
が
あ
れ
ば
関
係
課
が
同
席
し
情
報

共
有
す
る
な
ど
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

教
育
長　

渦
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
早
期
対
応
に
当
た
る
と

と
も
に
、
関
係
部
署
の
相
談
窓
口
や

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い

ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
の

充

実

の

た

め

に

た
め
の
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

 
質
問　

臼 
フ 
ー
ド
バ
ン
ク
以
外
の
食

※
４

品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
、
取
り
組
み

の
現
状
と
課
題
は
。

　

渦
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を
食
品
ロ

ス
削
減
の
分
野
で
目
指
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
ご
み
の
発
生
抑
制
が
重
要

と
な
る
た
め
市
民
説
明
会
等
を
通
じ

て
意
識
啓
発
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
。

市
民
等
が
発
生
抑
制
の
重
要
性
等
を

理
解
し
生
活
等
の
中
で
実
践
し
定
着

さ
せ
る
こ
と
が
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

　

渦
元
年
度
は　

都
市
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

３１

未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
先

導
的
な
取
り
組
み
に
注
視
し
て
い
く
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
を
通
じ
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
担
う
小
平
市
へ

 
質
問　

臼
減
額
区
分
は
誰
が
ど
の
よ

う
な
基
準
で
公
平
に
判
定
す
る
の
か
。

　

渦
障
害
者
団
体
で
は
な
い
団
体
に

障
害
者
が
所
属
し
て
い
る
場
合
、
障

害
者
に
も
自
己
負
担
は
発
生
す
る
か
。

市
長　

臼
公
共
性
の
高
さ
の
基
準
や

公
平
で
公
正
な
判
定
の
方
法
等
の
検

討
を
重
ね
た
が
、
利
点
と
課
題
が
あ

る
た
め
市
民
意
見
交
換
会
を
設
け
て

い
る
。
も
ら
っ
た
意
見
を
踏
ま
え
、

公
平
性
等
の
面
で
疑
念
や
混
乱
が
生

じ
な
い
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。　

　

渦
集
会
室
等
の
貸
し
出
し
は
団
体

に
対
し
て
行
っ
て
お
り
、
使
用
料
に

つ
い
て
は
団
体
と
し
て
負
担
し
て
も

集
会
施
設
等
の
利
用
者
負
担
の

見
直
し
は
未
来
の
た
め
に
な
る
の
か

ら
う
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

 
質
問　

臼
介
護
認
定
調
査
時
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
同
席
に
つ
い
て
見
解
は
。

　

渦
家
族
が
平
日
に
認
定
調
査
に
同

席
で
き
な
い
場
合
の
対
応
は
。

市
長　

臼
原
則
的
に
同
席
で
き
な
い

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
ひ
と
り
暮
ら

し
で
認
知
面
の
低
下
が
見
ら
れ
る
人

や
家
族
が
同
席
で
き
な
い
た
め
不
安

が
あ
る
人
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
同

席
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
い
る
。

　

渦
基
本
的
に
は
平
日
の
日
中
に
行

っ
て
い
る
が
、
同
席
す
る
家
族
な
ど

の
都
合
が
合
わ
な
い
場
合
に
は
、
平

日
の
日
中
以
外
で
も
対
応
し
て
い
る
。

利
用
者
や
家
族
の
立
場
に

よ
り
そ
っ
た
介
護
認
定
調
査
を

 
質
問　

臼
生
活
保
護
を
申
請
に
来
た

生
活
困
窮
者
に
対
し
、
相
談
者
全
員

に
申
請
意
思
を
確
認
し
て
い
る
か
。

　

渦
受
給
者
に
就
労
指
導
を
し
た
件

数
と
就
労
に
結
び
つ
い
た
件
数
は
。

　

嘘
１
人
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
対

応
し
て
い
る
受
給
者
の
平
均
人
数
は
。

市
長　

臼
面
接
担
当
職
員
が
全
て
の

相
談
者
に
意
思
を
確
認
し
て
い
る
。

　

渦
平
成　

年
度
は
就
労
指
導
が　

３０

８７

人
、
就
労
に
結
び
つ
い
た
の
が　
人
。

７７

　

嘘　
月
末
時
点
で　
世
帯
で
あ
る
。

１０

１０９

 
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
保
障
す
る
た
め
に

児

童

虐

待

防

止

、

監
視
で
は
な
く
支
援
拡
充
を

質
問　

児
童
相
談
所
と
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、

連
携
体
制
は
。

市
長　

児
童
相
談
所
は
、
児
童
虐
待

の
通
告
を
受
け
、
専
門
的
知
識
等
が

必
要
な
相
談
へ
の
対
応
、
市
町
村
へ

の
後
方
支
援
等
の
ほ
か
児
童
の
一
時

保
護
や
施
設
入
所
措
置
等
を
行
っ
て

い
る
。
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
市
内
の
第
一
義
的
窓
口
と
し
て
、

関
係
機
関
が
連
携
す
る
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
の
中
核
を
担
っ
て

い
る
。
連
携
体
制
と
し
て
、
支
援
の

狭
間
に
落
ち
る
ケ
ー
ス
や
、
責
任
の

所
在
が
曖
昧
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
緊
急
時
は
も
と
よ
り
定
期
的
な

情
報
共
有
や
対
応
の
相
互
協
力
を
密

に
行
っ
て
い
る
。

 
質
問　

臼
全
小
・
中
学
校
で
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
策
定
し
て
い
る
か
。

　

渦
ど
の
よ
う
な
災
害
を
想
定
し
て

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　

嘘
防
災
危
機
管
理
課
と
緊
急
時
の

対
応
の
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

臼
全
校
で
学
校
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
い
る
。

　

渦
火
災
や
地
震
の
ほ
か
、
風
水
害

な
ど
も
想
定
し
、
全
て
の
小
・
中
学

校
で
年　
回
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

１１

　

嘘
台
風
等
の
緊
急
時
に
は
関
係
課

に
よ
る
連
絡
会
に
出
席
す
る
な
ど
連

絡
を
密
に
し
て
い
る
。
災
害
対
策
本

部
設
置
の
際
は
地
域
防
災
計
画
に
定

小
平
市
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る

危

機

管

理

に

つ

い

て

め
る
初
動
態
勢
に
基
づ
き
対
応
す
る
。

 
質
問　

臼
市
内
の
用
水
路
の
清
掃
に

は
何
団
体
が
参
加
し
て
い
る
か
。

　

渦
除
草
作
業
等
は
、
年
１
度
の
沼

さ
ら
い
で
や
ら
な
い
場
所
は
隣
接
所

有
者
が
行
っ
て
お
り
負
担
が
か
か
っ

て
い
る
が
、
市
で
対
応
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
沼
さ
ら
い
で
は
用
水
路
隣

接
の　

自
治
会
と
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し

１６

　

支
部
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

１９
　

渦
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
市
民

が
高
齢
化
に
よ
り
作
業
が
難
し
く
な

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
る

の
で
、
個
別
に
相
談
し
て
も
ら
っ
た

上
で
、
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

小
平
市
内
の
用
水
路
の

清

掃

に

つ

い

て
 

質
問　

臼
元
年　

月
１
日
施
行
の
改

１２

正
道
路
交
通
法
で
は
、
携
帯
電
話
等

の
な
が
ら
運
転
が
厳
罰
化
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
周
知
に
取
り
組
む
か
。

　

渦
都
が
運
用
す
る 
自 
転
車
安
全
利

※
６

用
指
導
員
制
度
を
導
入
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
市
報
等
で
の
情
報
発
信
の

ほ
か
交
通
安
全
講
習
会
等
の
機
会
に

関
係
機
関
と
連
携
し
周
知
し
て
い
く
。

　

渦
実
施
場
所
は
交
通
事
故
の
発
生

件
数
等
が
多
い
交
差
点
を
優
先
し
て

お
り
、
現
在
は
小
平
市
で
の
実
施
予

定
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
、

関
係
機
関
と
連
携
し
自
転
車
利
用
者

へ
の
交
通
安
全
対
策
に
努
め
て
い
く
。

交

通

安

全

対

策

の

充

実

の

た

め

に
 

質
問　

臼
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　

渦
間
も
な
く
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
対
象
外
と
な
る
高
校
１
年
生

へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長　

臼
５
月
下
旬
に
対
象
者
全
員

に
予
防
接
種
の
予
診
票
等
を
発
送
す

る
個
別
勧
奨
を
行
う
と
と
も
に
市
報

等
で
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ
を
し
た
。

　

渦
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
対
象
年
齢
の

間
に
接
種
す
る
こ
と
が
最
も
効
果
的

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

定
期
接
種
の
年
齢
の
う
ち
に
接
種
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

定
期
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
者
へ
の

周
知
を
い
っ
そ
う
丁
寧
に

 
質
問　

臼
保
育
園
入
園
選
考
基
準
表

の
就
労
に
つ
い
て
は
、
月
の
勤
務
日

数
と
何
時
間
以
上
か
で
点
数
が
決
め

ら
れ
て
い
る
。
１
番
点
数
が
高
い
の

は
月　

日
以
上
か
つ　

時
間
以
上
の

２０

１５５

　

点
、
そ
の
下
は　

時
間
以
上
の　

５３

１４０

５０

点
と
続
く
。
就
労
時
間
に
休
憩
時
間

は
含
ま
れ
な
い
の
で
、
夫
婦
で
同
じ

９
時
か
ら　

時　

分
勤
務
だ
が
昼
休

１７

３０

憩
が
夫
は　
分
、
妻
は　
分
の
場
合
、

４５

６０

就
労
時
間
は
夫　

時
間
、
妻　

時
間

１５５

１５０

と
な
り
妻
の
点
数
が
下
が
る
。
就
労

の
拘
束
時
間
は
変
わ
ら
な
い
の
に
休

憩
時
間
に
よ
っ
て
点
数
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

保

育

園

の

申

し

込

み

に

つ

い

て
　

渦
自
営
業
特
に 
フ 
リ
ー
ラ
ン
ス
の

※
５

場
合
、
就
労
時
間
の
証
明
が
難
し
い
。

収
入
を
ベ
ー
ス
に
就
労
時
間
を
カ
ウ

ン
ト
す
る
と
、
す
ぐ
に
収
入
に
結
び

つ
か
な
い
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
人
に
と

っ
て
は
不
利
で
あ
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
休
憩
時
間
が
労
働
と
は
区

別
さ
れ
た
自
由
に
利
用
で
き
る
時
間

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
休
憩
時
間
を
除

い
た
就
労
時
間
を
選
考
基
準
に
用
い

る
こ
と
が
、
よ
り
公
平
な
選
考
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
入
園
申
請
前
の
６
か
月
間
の
収

入
と
労
働
時
間
数
か
ら
就
労
要
件
を

捉
え
て
い
る
た
め
、
選
考
上
の
不
利

は
生
じ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
学
校
給
食
に
つ
い
て

中
江
美
和
議
員
（
一
人
会
派
の
会
）

市
及
び
教
育
委
員
会
の
働
き
方
改
革
／

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
持
ち
帰
り

津
本
裕
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
の
充
実
／

食
品
ロ
ス
減
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
担
う
市
へ

鈴
木
だ
い
ち
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

集
会
施
設
等
の
有
料
化
の
見
直
し
／

介
護
認
定
調
査
は
利
用
者
の
立
場
で

鈴
木
洋
一
議
員
（
政
和
会
）

市
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
危
機
管
理
／

市
内
用
水
路
の
清
掃
に
つ
い
て

き
せ
恵
美
子
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
の

保
障
の
た
め
に
／
児
童
虐
待
防
止

小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

子

育

て

中

の

諸

課

題

山
岸
真
知
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

交
通
安
全
対
策
の
充
実
／
定
期
接
種

ワ
ク
チ
ン
の
周
知
を
よ
り
丁
寧
に

実施された「集会施設等の利用者負担の見直しに関する市民意見交換会」の
チラシと配付資料


